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■文化＝「大阪の宝」を生み出し、磨き、活用するために
・時代に合った創造支援          人材を育てる　現場のニーズを汲み、事業や仕組みを積極的に変える
・多様な分野に文化の力を生かす　まちづくり、環境、教育、福祉など
・「利用者目線」の文化行政　　　 使いやすい仕組み　柔軟な対応　分かりやすい言葉

■アーツカウンシルの役割＝人と情報の交差点
　ネットワークの基点へ　情報収集と発信
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実現へ共通の方向性
事業ごとの具体的な提案　
府・市文化振興計画がめざすもの

○おおさかカンヴァス推進事業（府）

　　　　　　公募アーティストの作品を公共空間に展示
→創造環境の向上　単年度予算主義を洗い直し、作家の制作時間を確保

→府民の共感高める　公募から完成までプロセス公開

Ａ「文化創造の基盤づくり」

・大阪の街を使いこなす
・府民、市民の思いを都市づくりに
活かす
・府民、市民の力で文化を育てる


●「大阪の宝」を生み出す

・フェスティバルなど実験ができる、見 
　える場をつくる
・優れた芸術を鑑賞する機会を増やす
・助成金制度や予算の仕組みを見直す
・時代に合ったファンドレイジング

●「大阪の宝」を磨く

・次世代に「宝」の価値を伝えるプログラムや人材をつくる
・広報・PRを強化する
・大阪の都市空間をもっと開放
・様々な部局や民間と戦略的に提携

●「大阪の宝」を活用する

・まちづくり、環境、教育、福祉などにも文化の力を生かす
・文化を都市のにぎわいにつなげる






○大阪クラシック（市）

　　　　　　　7日間で１００公演、約５万３千人が鑑賞
→将来は音楽イベントから「都市の祝祭」へ
　観光、食文化などの部局や民間と連携、野外イベントや飲食ブースなども加え魅力向上
現地調査
・評価

Ｂ「都市魅力の向上」

・地域資源を活かした大阪の魅力向上
・大阪固有の文化の継承、新たな文化の創造
・エンターテインメントによる都市の
活性化



○公募型助成金（府・市）

　→利用者目線で使いやすく、レベルアップをめざす改革
　・助成対象費目の拡大
・説明会や交流会開催




Ｃ「人と地域のエンパワーメント」

・あらゆる施策に文化力を活用
・未来を担う次世代の育成
・文化振興への府民、市民意識の醸成

○国・民間などの助成金をもっと活用＜新規＞

・自治体と民間団体が組んで助成を申請
・民間団体へ情報を提供、アドバイス




○アーツカウンシルからの発信＜新規＞

　・人と情報のネットワークをつくる拠点機能
　・ホームページの開設
　・文化庁、文化団体などから情報収集
　・大阪から全国へ、世界へ情報発信

「文化をつくる」「都市をつくる」「未来をつくる」
評価の視点

